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　本章では，Rustとラズベリー・パイ4を用いて，温
度と明るさを取得する簡単なソフトウェアを実装しま
す．I2Cイ ン タ ー フ ェ ー ス を 持 つ 温 度 セ ン サ 
ADT7410（アナログ・デバイセズ）と，明るさセンサ
としてアナログ値を出力するCdSセルを利用します．
アナログ値はA-Dコンバータ MPC3208（マイクロ
チップ・テクノロジー）を用いて，SPIインターフェー
スでマイコンに取り込みます（写真1）．

I2CとSPIを利用するためには，rppalというラズベ
リー・パイ用のライブラリを利用します．

また，Rustでの実装に加え，C言語での実装も示
し，Rustとの比較を行います．C言語のプログラムで
はWiringPiというライブラリを利用します．この過
程において，C言語版に潜んでいたバグがRustでビ
ルド時に発見できる例を見ていきます．

さらに，Rustを用いたI2CやSPIデバイスの扱い方
と，Rust特有の抽象化方法についても説明します．
　本章で利用するOSは，Raspberry Pi OS 11.6（Linux 

5.15.84-v8+）となります．

ステップ1…ハードウェアの製作

　図1は，ラズベリー・パイ4のピン配置です．GPIO
ピンに対して，信号の入力と出力を行います．

● 温度センサADT7410
▶I2Cに対応

温 度 セ ン サADT7410はI2C（Inter-Integrated
Circuit）に対応しています．I2Cには，クロック同期
SCLと，データ転送SDA，電力源であるVDDとGND
線が必要です．
　I2CやSPIは，現在ではデバイス・ドライバが用意
されていることがほとんどで，ライブラリを利用する
と利用可能です．
▶ラズベリー・パイ4との接続

図2は，ADT7410のピン配置とラズベリー・パイ4
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写真1　ラズベリー・パイ4と各種センサで構成した環境モニタ
センサとの接続にはI2CやSPIを利用している 図1　ラズベリー・パイ4のピン配置

ラズベリー・パイ4
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